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堀博. 『メコン河- 開発 と環境』古今書

院,1996,xxiv+476p.

この大著は,その後半生をメコン河にかけたあ

るエ ンジニアの ｢遺書｣である｡1919年生まれの

著者,堀博博士は,前書 きの中でそう述べている｡

これが意味するところは,後で述べ よう｡

｢メコン｣にはどこかロマンを秘めた響 きがあるO

流域の自然,民族,文化のみならず,複雑で, とき

に悲劇的な社会 ･政治史に対する愛着 と関心が,こ

のロマンを醸成するのであろう｡日本の水工エンジ

ニアにとっても,私 も含めて,この河は特別の意味

をもっているようである｡それは,メコンが,戟

後 日本の最初の国際貢献の舞台になったことと関

係 している｡1958年暮,で きたばか りのメコン委

員会 (MekongCom血ttee)か ら, 日本 に対 して,

全支流の開発ポテンシャルを踏査 しては しい とい

う,調査 プロジェク トが もたらされた｡時の 日本

工営社長久保田豊氏 を総大将 として,電源開発株

式会社などから選ばれたエ ンジニアたちが勇躍 し

て参加 し, 2年間調査研究に没頭 したという｡

1961年に提出された大 きな報告書には,支流の

もつ莫大な水力発電ポテンシャルの調査結果に加

えて,実は,頼まれてもいない,メコン本流を制

御する壮大なダム群の計画が盛 りこまれていた｡

日本人の考 えた本流計画は,あたか もアメリカの

TVAモデルをメコンに植え付けようとするかのよ

うに, クラチエか らルアンプラバ ンまで ダムの階

段 を設けて,洪水制御,発電,水運,潅概を同時

に行い,流域の経済をまるきり変えて しまおうと

いう,夢のような計画であった｡ これを実現する

ためには,関係沿岸国ラオス,タイ,カンボジア,

ベ トナム4カ国の協力 ･協調が必須であるという,

いわゆるメコン ･スピリットが強調 されもした｡

TVAやメコンの ｢大 きいことはいいことだ｣ と

いう開発理念は,1970年代 に入ると急速に萎んで

ゆき, ｢小 さいことこそ素晴らしい｣ という,パラ

ダイム変換が起こった｡大 きなダムによる水没住

民の移転などという扱いに くい問題 に対処 しがた

く, またいわゆるエコロジス トの牽制も受けて,

エンジニアが自信を喪失 していった時期であった｡

加えて,インドシナ戦争の激化,終結,カンボジア

の悲劇, 3カ国の社会主義体制,そして再び自由主

義経済-の移行 と,政治経済状況が目まぐるしく変

動するなかで,メコン委員会は結局指導力を発揮す

ることができず,単に国別の細々とした関連事業だ

けが進められてゆくのを座視する他はなかった｡

メコン本流計画の眼目とされて きたビエンチャ

ンのす ぐ上流のパモ ンダムにして も,流域全体の

総合開発への効果を考えると満水面標高250メー ト

ルの線は譲れない と,1970年代の終わ りごろまで

は私たちエ ンジニアは信 じてきたのだが,水没地

補償やその他の環境への影響を考慮 して,それが

240,230,210メー トルと落 とされてゆき,今や貯

水をあきらめて流込み式発電を採 りいれようとの計

画に落ち着こうとしているありさまである｡メコン

デルタが欲 している乾季の流量増強とか,カンボジ

アの洪水と早魅を少しでも和らげる見通 しを与える

とかの,そんな夢は消えたのであろうか｡

さらに,1990年代以降は, タイを中心 とする爆

発的な経済成長の余波がメコン流域にも押 し寄せ

つつあり,メコンの資源がビジネスの対象として取

り引 きされようとしてもいる｡ここで要求されてい

る ｢メコン｣は,ややひがみっぼ く言うと,単に水

力電気を取 りだし,また拠点大都市間交通の回廊を

提供するだけの地域であるかのようである｡

1995年,メコン委員会はより強力な機構 として

改組 され,MekongRiverCommissionと名を替え,

近い将来中国 とミャンマーを参加 させる構えであ

る｡初代事務局長には日本の農林水産省の高級技

官を送 り込むことに成功 した｡日本のエ ンジニア

が再び奮い立つ条件 も揃 って きた｡ ここで,新 し

いメコン委員会は, どのようなメコン ･スピリッ

トを掲げ,流域全体の発展のためにどういう舵 と

りをするのであろうか｡

ここまで,書評の枠 をいささか逸脱するような

文章を列ねて しまった｡これは,著者堀博氏が,

上の全期間を通 じ,また全ての トピックにわたっ

て身をもって参加 し,それを本書で詳 しくドキュ

メン トしているからで もある｡実は私 も著者に少

し遅れてメコン委員会事務局に30年間ほど勤務 し

た経験 をもつ ものだか ら,著者の文章 に私自身の

思いを重ねて, メコン開発の40年史を圧縮 して記
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してみると,上のような文章になってしまった｡

本書は次の6章からなる｡( )内はページ数｡

第 1章 メコン河とその流域 (37)

第 2章 下流域の資源開発の概況と将来性 (37)

第 3章 下流域のダム開発計画- その変遷と国

際協力 (127)

第4章 上流,潤槍江とその本流ダムの開発 (25)

第 5章 ダム開発の環境問題- 熱帯大陸河川の

場合 (172)

第 6革 新メコン委員会の設置と今後の開発 (57)

章だてのタイ トルだけをみると,なにやら官庁

文書風で,どうもいただけないが,内容は極めて

精微で,かつ重い｡

著者自身は,本書の中心は第 5章の環境問題に

あり,ここで著者の思いのたけが語られていると

いう｡ちなみにこの部分は,東京大学に提出した

博士論文のハイライ トだとのことである｡しかし

私には,むしろ第 3章におけるメコン開発計画の

徹底的な検証 と,第 6章の新 しいパラダイムや最

近の流動的な状況を詳 しく綴った部分がより魅力

的である｡このために本書がメコン開発の ｢標準

書｣になりえていると思うからである｡

何 しろ,著者は1955年フルブライ ト留学生 とし

て渡米 して TVA に代表されるアメリカの河川総

合開発の感覚を磨 き,1959年から2年間は冒頭で

述べたメコン支流開発調査に参加 し,1964年から

68年まで 4年半メコン委員会事務局に勤務 して流

域開発のマスタープランを仕上げ,その後もアジア

開発銀行や UNDPニューヨーク本部からメコンを

見守る傍ら,時に応 じてメコン委員会のコンサルタ

ントとしてマスタープランのレビューなどをこなし

てきた人物である｡そんな人が,メコン委員会その

他の膨大な論文 ･報告書 ･資料などを驚 くほど丹念

に読み込んで書いたメコン開発40年史 (第 3章と

第6章)に,迫力のなかろうはずがない｡原典の多

くが官庁文書のせいか,この部分は決して読みやす

くはないが,ずっしりとした手ごたえがある｡

先に述べたように,第 5章 (環境問題)はより

学術的である｡メコンの事例に加えて,ナイルの

アスワンハイダムや諸外国の事例研究を渉猟 し,

以下の要素をとりあげて解説している｡自然環境変

化として,ダム湖面蒸発,ダム湖漏水,貯水池築造
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と地震,ダム湖岸崩落,ダム湖の水温,富栄養化,

堆砂,ダム下流の河川変化,デルタと河口部-の影

響,漁業への影響,野性動物への影響など｡さら

に,社会環境変化にも目を配り,水没移住の問題,

遺跡の水没喪失,観光開発,それに水関連疾病が論

じられている｡これらは,40年間も調査ぽっかりや

ってきた (?)メコン委員会がもっとも誇りとする

研究成果であり,私も,ひょっとして世界でもっと

も進んでいるのではないかと思っている｡

著者のメコン-の想いは第 6章でもっとも強 く

吐露される｡それは質の高い提言のかたちをとる｡

例えば,こうである｡

｢河川がエネルギー開発という単一目的で一面的

に評価され計画され,経済的見地からのみ開発 さ

れたのでは,川が泣 く｣,｢(フランスなどが勧め

る)流込み式低ダムによる本流開発案を採用 して

しまうと,もはや従来から期待されているデルタ

の洪水をコントロールすることも,タイ東北部の

港概に資することも一切できなくなる｣,しかし,

｢タイ東北部港概のための,(タイ単独の)メコン

-チ-ームーン取水計画は,直接メコン河の水を

減少させる暴挙だ｣｡｢新 しいメコン委員会は,水

文観測にとどまらず,水文監視 ･査察制度をとり

いれよ｣,｢新 しいメコン委員会の諮問委員会には,

学者の起用は好ましくない｡実際にアジアの国際

河川の総合的開発計画を策定 した経験をもつ者を

中心に｣,｢計画の調整はすべて新 しいメコン委員

会を中心に｣と,提案は具体的である｡

｢新聞の見出し的な 『メコン流域に商談の季節到

来』 というような安手のスローガンに踊らされて

はならない｣,｢大切なことは, 6カ国の政府がそ

れぞれエゴイスティックな経済発展を願わず,経

済だけでなく,むしろ安定 した社会の構築を心が

け,心のありかたと個人の生活を大切に想う生 き

方を選択することだと思う｣｡

水工エンジニアとして若いときからダム開発の

現場に立ち,いくつもの大きな河川総合開発を手掛

け,環境問題と政治経済的な国際紛争に操まれる中

で到達した ｢開発観の高み｣からの発言である｡後

事を託す若い世代に,このことだけは書き遺してお

きたかったに違いない｡｢遺書｣と言った所以であ

ろうか｡及ばずながら,私も後塵を拝 して行こう｡

(海田能宏 ･東南ア研)



三色Lコ

石井米雄 ;横山良一.『メコン』め こん,

1995,192pリ カラーグラビア写真79葉.

必ず しも学術書ではないこの本を,このような

学術雑誌の書評欄に紹介するのは,ふた りの著者

にとっては迷惑なことであるかもしれない｡それ

は承知の上で,私 としてはこの場をかりて,メコ

ンのような大自然に人の手を加えるとはどういう

ことなのか,ということを,本号別項で紹介 した

堀博著 『メコン河- 開発 と環境』 と関連させて

考えてみたかったのである｡

｢眼前のメコンは,人間の歴史などまるで眼中に

ないかのように,ただもくもくと茶褐色の巨大な

水のかたまりを運び続けている｡その姿は28歳の

私を感動させた｣｡爾来,石井米雄教授はメコンへ

の関心を40年近 くも保ち続けて今にいたる｡この

間のメコンとの関わりを,｢私的なメコンの物語｣

として紀行文のかたちで私たちに物語ってくれる｡

｢メコンのすべてを見たいと,源流チベットから

南シナ海まで,戻ることのない河の流れのような

旅｣を続ける1950年生まれの写真家横山良一氏の,

カラーグラビア写真79葉からなる ｢写真叙事詩｣

は,石井教授の縦組みの紀行文の後側から,横組

みでメコンの流れに沿うように展開する｡氏のす

べての写真に通低する気分は,一言でいうと,｢静

誼 ｣である｡

｢私的な物語としての紀行文｣ と ｢メコン写真叙

事詩｣であるからには,この本の構成や論理性な

どを詮索する必要はない｡紀行文は,石井教授が

28歳ではじめてメコンに接 した1957年から,ごく

最近の旅行 までを含む幾度かの紀行のフィール ド

ノー トから再構成され,河口からチェンセンまで

のすべての区間をカバーするように工夫 されてい

る｡石井教授の視点は,｢時には国際法秩序を生み

出した歴史的産物 (国境)の存在を忘れ,そこに

住む住民の目で空間を眺めてみることも必要なの

ではあるまいか｡そこから,世界地図が隠 して し

まった別の世界の図柄が見えてくるかもしれない｣

という文章に集約されている｡

とは言え,この本の通奏低音は,メコンとその

支流の,水運 (や陸運)による地域間の交易,そ

の結果としての経済圏や政治圏成立の歴史的考察

である｡ ボー トに乗ってメコンを上 り,下 り,ま

評

た川沿いに車を走らせつつ,眼前に展開する景観

を流麗な筆致で記述 しながらも,著者は,その地

域の歴史像の中にフツと読者を誘いこんでしまう｡

例えば,東北 タイのムーン川のかつての舟運の原

風景,多くの大支流が流れ込むス トウントレンを

中心 として形成されたであろうアンナンース トゥ

ントレン- カンボジア北部一 タイを結ぶ広域交易

回廊の存在の可能性,アンコール文明の経済を支

えたであろうトンレサ ップ湖 とメコン河の水運交

易の股賑ぶ りなど,地域史への新鮮な視点を与え

てくれる｡サイゴンから中国西南部-の舟運路開

発を目的として行われた1860年代のフランスのメ

コン河踏査隊が,サ ンボール-んからいくつもの

ラピッドに遭遇 し,コーンヌの滝に行 く手を阻ま

れるに及んで,ついに舟運開削をあきらめてしま

った顛末も詳 しく語 られる｡ ここらは,歴史家と

しての石井教授の面目躍如たるものがある｡

メコンに住む住民の目で見たメコンはどう描か

れているであろうか｡ルアンプラバンからチェン

センに通う定期船が,急流にきしかかるたびに船

客を下ろし指図して岸から引綱で引っ張らせなが

ら,舟子たちはといえば,船首に立ってエイ, エ

イと足踏みするばか り｡実はこうして舟魂を元気

づけなければこの急流はとても乗切れないという,

ほほえましい光景が好意をもって描写される｡あ

るいは,最新式フェリーの恐 らく数百分の-のコ

ス トしかかけていないようなオンポロ木造 フェ

リーが,見事な舵さばきでメコンを行き交いする

様を暖かく見守っている｡

昨今のテレビドキュメンタリーなどで,例えば,

深 くシワを刻み込んだメコンの漁師の顔を大写 し

にし,｢もう開発はいい,メコンはこのままそっと

しておいてほしい｣と言わせたりする｡堀氏がメコ

ン委員会を通してメコン開発を論じ,そして石井教

授が歴史家の日でメコン流域の歴史像を語るときに

は,いずれも極めて迫力があり,説得力がある｡と

ころが,地域の住民の目を通して見,かつ語らせよ

うとするときには,三者三様に甘くなってしまう,

といえば言い過ぎであろうか｡より深く住民に接す

る中から,彼らの自然観,風土観,生活観,開発観

などを自然なかたちで語らせるような,メコン地域

研究が待たれるような気もするのである｡

(海田能宏 ･東南ア研)
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LorraineM.Gesick. InikeLandofLady

m iteBlood:SouthernThailandandtheMean-

ingofHistory. Ⅰthaca:SoutheastAsiaProgram

CorneuUniversity,1995,98p.

1.Introduction

2.PhatthalungandtheProblemofHistory

3.RoyalTextsandLocalMearungs

4.TheHistorlOgraPhyofSouthemThailand

5.LandscapeandHistory

6.NationalHistoryandLocalHistory

この本は,著者 Gesickがタイの国立文書館で入

手 した,ある歴史資料- 南部タイのパタルン地

方にったわる ｢白き血の姫 (LadyWliteBlood)の

物語｣- が,いかにしてパタルンの地から持ち出

され,新たな歴史的価値を与えられながら ｢タイ

国史｣の一部となっていったか,そして,もとも

とその物語は南タイではいかような価値を与えら

れていたか, ということを解 き明かす,いわば

｢物語の成立物語｣とでもいうべきものである｡そ

の意図としては,Gesick自身が冒頭で述べている

ように,これらの資料 とそれをはぐくんできた社

会の研究を通 して,17世紀から現在までの南タイ

地方の人々の歴史感覚を明らかにしようとする試

みである｡

ここでは物語の筋はさほど重要ではない｡なぜ

なら,この資料は中央からやってきた王族によっ

て20世紀初頭に ｢収集｣されたとき,パタルンで

は内容を読まれることなくむしろ信仰の対象 とし

てある寺に奉 られていたのだし,またこの研究は

このテキス トを ｢唯一の歴史記述｣ としてその価

値を検証することを目的としているわけではない｡

Gesickがいうように前近代のパタルンにおいては

｢history｣は ｢histories｣であ り,multi-vocal (多義

的,あいまい)なものであったからだ｡この物語

には超自然的でシンボリックな要素がみられるが,

現存する写本は17世紀に成立 したらしいとしても,

その内答にはさまざまな口承伝統の要素が混入し,

その歴史記述にはときどきの時代感覚 ･歴史感覚

が反映されてお り,相対的に閲覧できる文字資料

の少ないタイの前近代史においては,そもそも比

較検討による資料批判は困難であ り, しばしば無
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意味である｡

歴史研究における ｢文字資料｣ と ｢非文字 (声

の)資料｣の扱いをどうするかという課題はすで

に永 く宿題 となっているが,我々はなかなかよい

解答を兄いだせないでいる｡歴史というものは極

めてさまざまな文化概念 ･現象を時間と空間にち

りばめながら抱え込んでいるものであり,ことに

口承伝統を ｢記述｣する作業においては,記述者

自身の ｢歴史感覚｣が影響せざるを得ない｡南部

タイ,パタルンの世界にとっての ｢異邦人｣であ

る著者の Gesick自身が苦 しみつつ示唆するのは,

これらの ｢歴史感覚｣ というものは,その ｢土地

の風景｣によって育まれ,その multi-vocalな ｢歴

史記述｣の中に隠されているのではないかと言う

ことであった｡

しか しながら,この本が描 き出そうとしている

｢土地に根づいた歴史感覚｣(｢伝統的歴史感覚｣と

いってもいいだろうか)は,一般化するにはいま

なお説明が困難であり,しかもおそらく,より近

代西欧教育を受けた者ほど困難ではないかと予想

されるのである｡この方法論の応用にあたっては

我々はまた新たな ｢宿題｣を抱え込んだことにな

ろう｡ しかしながら,すでに近代西欧教育による

｢科学的歴史感覚｣となじみの深いアジア人として

の我々にとっては,この ｢伝統的歴史感覚｣が

｢近代的歴史感覚｣にかわっていく瞬間を理解する

ことはむしろ容易であろうと思われる｡

Gesickはこの本の最後で ｢白き血の姫｣テキス

トの物語は終わったわけではないという｡彼女は,

パタルンの故地からとりあげられ,国立文書館で

嬢をかぶっているこの資料の複製を作 り,それが

かつてあった本来のパタルンの寺に ｢戻 した｣｡こ

のテキス トを信仰 しそれを支えたパタルンの口承

伝統は完全に絶えたわけではなく,そこからまた

なにかがはじまることを彼女は期待する｡そのテ

キス トを風景の中に戻すことで,彼女は自分自身

がこのテキス トに係わる物語 (風景)の一部とな

ることを望み,だからこそ ｢物語はまだ続 く｣の

である｡

(黒田景子 ･鹿児島大学)



書

Jefh･eyA.McNeely&PaulSpencerSochac-

zewski. SouloftheTiger:SeayIChingforNa-

ture'sAnswersinSoutheastAsia. Honolulu:

UniversityofHawaiiPress,1995,390p.

小説の書名のようであるが,著者ふたりの20年

以上にも及ぶ東南アジアでの人と動物 (野生生物)

とのかかわ りの研究から,過去の両者の関係,覗

在のその変化の様子,そして,将来の両者の健全

な関係のあり方を述べたものである｡

著者の JeffreyA.McNeelyは現在 IUCN (Inter-

national UnionforNatureandNaturalResources,

国際 自然連合)の生物多様性 プログラム,Paul

SpencerSochaczewski(旧 姓 wachtel) は WWF

(WorldWideFundbrNaturelntemational,世界野

生生物基金)の Creativedevelopmentの責任者で

ある｡

本書の初版は Doubleday(1988)であるが,その

後 pragonHousePub.(1990), 0ⅩfordUniversity

Press(1991)などで版 を重ね,今 回 AKolowalu

Book(Univ.ofHawaiiPress)から出版 されたもの

で,かなり広 く読まれているものらしい｡

｢太陽の神ガルーダ｣,｢自象｣,｢血のスポーツ｣,

｢虎の魂｣など30もの章から構成されているが,そ

のい くつかはシンガポール航空の機内誌 Silver

Kris,あるいは Reader'sdigestなどに掲載 された

ものを再録 している｡車ごとに,ふた りの得た体

験 ･実話をもとに,文献 ･論文などで話に肉付け

したものである｡会った人々との会話のかたちで

話が進められるところが多い｡ しか し,著者のひ

とりMcNeelyの主滞在地タイから,もうひとりの

著者 Sochaczewskiの主滞在地ボルネオやジャワへ

話が突然にとび,時にとまどいを感 じるところが

ある｡別々の体験 を ｢わたし｣ として,記述 して

い くためである｡

まず,西洋では忌み嫌われる恐ろしい毒蛇キン

グコブラが東南アジアではナ-ガとしてヒンドゥ

教の最高神ヴイシュヌ神を,仏教寺院ではブッダ

像を護 り,さらにイスラム教の優勢なインドネシ

アでも短刀クリスの中に波打った刃として象徴的

に生 きていること,また,インドネシアの象徴ガ

ルーダも,もともとヴイシュヌ神の乗 り物,不死

身のガルーダそのものであることなど,宗教を越

評

えて東南アジアに存在する動物観を,歴史とのか

かわりをもたせつつ述べる｡

ついで,ボルネオのイバンは今日でも野生動物,

とくに鳥を神の使者 と信 じ,その行動で予兆を確

かめ,決めごとをする,あるいは東南アジアで広

く行われていた首刈 りが,現在では闘鶏 ･闘牛な

どの観戦型スポーツに置き換わっていることなど,

過去の動物観,動物 (野生生物) との興味深いか

かわ りが,まだ潜在的に現在,残っていることを

述べる｡｢ジャングルの雪男｣での中国を含めたア

ジア南部での ｢未確認熱帯アジア産ホミノイド｣

も読み物 としては,おもしろい｡

そして,現在,東南アジアがかかえる問題,す

なわち,絶滅の危機に瀕する動物の保護策の実践

と繁殖への取 り組み,保護を妨げる社会条件,す

なわち,動物の貿易 ･国際取引などを,あとのい

くつかの章で述べる｡ふたりが国際的な自然保護

団体の活動家 として,実際の保護事業にたずさわ

っていただけに,束南アジアの動物保護,その実

践 と挫折の体験談にもっとも力点がおかれ,ペ ッ

トとしてのオランウータン,漢方薬犀角としてね

らわれるサイ,医学実験用 としてのサルなどの密

猟,密輸の実態,国際取引の条約上の不備などが

よくわかる｡

最後に,人々と自然のかかわり･関係 を変化さ

せた 4つの大 きな生態文化革命 (ecologicalrevo-

lutions),すなわち,火の使用 (制御),動物の家

畜化と植物の栽培,港概,そして世界市場の発展

を述べ,次の第 5の生態文化革命は神話や人々の

記憶の中に残 されている伝統的な知識や洞察力を

敬い,認識することで達成されるもので,その第

5革命こそが現代社会が永遠の自然保護を達成で

き,野生生物との共存ができるものだと強調する｡

しかし,東南アジア各地で進行中のダム建設など

開発によって,自然が大 きく破壊 されている現実

を紹介 しながら,どうすればいいのか,具体的な

方法はやはり記述 していない｡

なお,本書には ｢ソウル ･オブ ･ザ ･タイガー

東南 アジアの人 と自然｣ (野中浩一訳,心交社

1993)として訳書がでている｡

(渡辺弘之 ･京都大学農学部)

437


	KJ00000131934
	KJ00000131935
	KJ00000131936
	KJ00000131937.pdf

